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眠る頭脳
ただ、受け身で講義を聴いている時の脳の活動 は、
眠っているときと変わ らないのだとか。ホン トに眠って
いる学生も散見されますが、起きている学生も脳の活動
は変わらないのですね。トホホ…。も っと話 し方を工夫
しないといけないのかな、と思いきや、同 じように脳の
活動が鈍くなるのはテレビを観ている時であったとか。
テレビに勝る講義というのは、我々教授陣にはムズカシ
イのではないでしょうか。ということは、「講義」という
教育方法から見直す必要があるのかもしれませんね。
下の図はLearningPyramidと名付 けられた図で、
授業内容を半年後に何％ 覚えていたかを調査 した結果
だそ うです。単に受け身で授業を受けるだけでは、半年
後には5％ しか記憶しておらず、読書にも劣るとされて
います。一方、グループ学習や 自らの体験、他の人 に教
えるといった能動的学習の定着率は高いとされていま
す。この調査データの有効性 については疑問もありま
すが、全体的傾向は、我々の実感とも近いのではないで
しょうか。
考えて見れば、動物の脳はもともと運動するために発
達 した器官。じっとしていると脳の活動が低下するのは
動物の宿命なのかもしれません。
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創成教育のススメ
創成教育は、自ら課題を設定 し、自分の頭を使 った活
動を通 じて学ぶアクティブな教育であ り、通常、グルー
プで活動を行います。問題発見能力、問題解決能力、コ
ミュニケーション能力などの能力育成を目指 しており、
そこでの学びには主体的かつ協調的でオープンなマイ
ン ドセッ トが求め られます。工学部の学際実験 ・実習や
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教育地域科学部の探究ネ ッ トワークはそのような教育
方法をフルに実践する授業と言えるでしょう。教員は、
あ くまで学生の学びを支援するファシリテーター。「自
分で発見できるような秘密をすべて教師が話 して しま
うことは罪悪である」(＠ハンス・フロイデンタール)を
モ ットーに(というか、しばしばコレを言い訳に)考え方
のヒン トのみを学生に提示 します。
座学の授業では、「かくかくしか じかのメ力ニズムで
このような現象が生ずる」というように原因か ら結果を
前進的に説明することが多いもの。でも、現実世界での
学びでは、何 らかの結果が生 じたからこそ原因を遡及的
に考えることの方が多いのではないでしょうか。そこで
は、「逆は必ず しも真ならず」で、前進的思考のみでは解
決が困難である場合も少な くありません。創成教育を通
じた体験的学修はそう した遡及的な学びの機会を提供
します。シャーロ ック ・ホームズが「緋色の研究」の結末
で語 ったように、遡及的推理こそ探偵に求められる能力
です。対象が異なるとはいえ、研究者は学問分野での「探
偵」とも言えそうですよね。論理 と証拠を武器に「真犯
人」に迫る。創成教育は、そんな学びの好奇心を育む場で
もあります。創成教育Across　the　Curriculum!あなた
の担当科目にもそんな楽 しさを提供する「創成的学び」
を加える工夫をしてみませんか。
共通教育にC群 「探究 ・参加 型」系が誕生 しま した。現
在のところ、上記の学際実験・実習、探究ネッ トワークの
みですが、新たな「同志」を募集中です。
もっと自由を!
カン トによると「啓蒙」とは、「人間が自ら招いた未成
年の状態か ら抜け出る」こと。そ して、「未成年の状態と
は、他人の指示を仰がなければ自分の理性を使うことが
できない」こと(＠「啓蒙とは何か」)。教育基本法に述べら
れている「人格の完成」も同様のことを意図しているので
はないで しょうか。カン トは「自由を与えさえすれば、公
衆が未成年状態か ら抜け出すのは、ほとんど避けられな
いこと」であるとも述べています。手取り足取り指導する
ことが、かえって学生たちの「未成年状態」を招いていな
いのか。学生を無理や り椅子に拘束することが彼 らの好
奇心を眠らせることになっていないのか。大学は本来、
「教える」場所ではなく、「学ぶ」場所ではないのか。
ほおっておいても学生が未成年状態から抜け出すこ
とのできる自由な環境を提供することこそが大学の本
来の役割なのかも しれませんね。
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